
第２回　在校生と人大ボラ連集い　在校生からのアンケート回答 ２０１４年９月７日　人大ボラ連世話人会（川瀬）

在校生からのアンケート内容を分類し、今後の課題を確認する

　　　今後の課題

次回開催時は

１．ボランティアグループ紹介内容の見

直し

２．グループ発表の方法の検討

事務局と協議

１．４０時間の社会活動計画への説明

会への参画

２．在校生への情報発信方法 情報

コーナー、ホームページ

何を感じたか・・・・

１．良いボランティア先を教えてもらい、行って自分なりに

納得すれば生涯を尊厳を持って活動できると思います。

２．どのようにしたら立ちあげられるのか先輩の力量に敬

服。

３．代表者の人柄がにじむ発表で活動の指導ありがたく思

います。

４．各科毎にたくさんのボランティアを立ち上げ、継続して

運営しており素晴らしいと思いました。一方、自分がどの

分野で活動したいのか貢献できるのか？

５．在校生の参加が多く40時間もさることながら意欲を感じ

た。

参考になった点は・・・・

１．卒業生の方々の努力、活躍に敬意を評します。卒

業後の活動目標を見出す大変参考になった説明会で

した。

２．2年次の４０時間の体験のため参考になりました。

３．現役のボランティアの話なので参考になった。

４．身体障碍者（車椅子利用）です話を聞けて参考に

なりました。

在校生の決意

１．40時間という時間を有効に役立てたい。

２．先輩の意見を聞けて良かった、２年次の活動頑張

ります。

３．活動範囲が広く奥深さを感じた。積極的に取り組

みたい。

４．OB・OGのパワーに万歳、皆様の前向きな生き方を

見習いたい。

５．人大の先輩が様々な活動をなさっているのに感激

です。自分もどの方向で活動できるか一生懸命考え

ています。

６．2年時の社会活動体験について丁寧な説明でヤル

気がおきました。 同窓生の方々が熱意を持って取

り組んでいて感動しました。自宅の近くでは探せない

１．自宅から遠い場所が多く、これからよく検

討したい。

２．自分の地域に入りたいグループがないの

で困っています。

探せそうです

１．10月からの体験に参考になりました。１ヶ所決ま

りそうです。

２．ボランティアする場所が見つかりました。

３．自分が求めているボランティア活動が見えてき

ました。

４．各グループの活躍・努力が伝わり、訪問してみ

ようと思います。

思案中です

１．一つに絞るのは難しい。遠いところだと

継続が困難考え中です。

２．もう少し話をしたり聞いてみないと選ぶ

のが難しい。

３．東京言語学院と小岩図書館を見学した

が話を聞いて迷ってます。

参考資料・配布資料

１．地域・場所・住所を記入して欲しい。

２．団体の方から直接話が聞けるのはありがた

いです。口頭では聞きましたが資料に活動場

所・日を加えて欲しい。

３．主な活動拠点が分かりにくかった。いつ・ど

こで・何をやっているのか次回話していただき

たい。

４．わかりやすく紹介してもらいました参考にさ

せて頂きます。

進行・運営

１．沢山のボランティア先を知ることができよ

かった。休憩時間を何度かとって欲しいと思い

ます。

２．休憩後の懇談で説明者、グループの方は

は大きなプレートを。

３．問い合わせについてもっと詳しく知りたかっ

た。活動地域やメンバーの意気込みを詳しく聞

きたかった。グループに分かれた方が直接聞

けたかも。

提案事項

１．ボラ連の交流がもっと盛ん

になり在校生が気軽に立ち寄

れる場を維持していただきた

い。

２．熱気あふれる会で興味が

わいたが、入会者を緊急募集

しているグループに限定して

発表されたらどうか？



第２回　在校生と人大ボラ連集い　卒業生からのアンケート回答 KJまとめ　２０１４年９月６日　人大ボラ連世話人会（川瀬）

在校生との集いはグループ紹介の内容を見直し毎年継続して開催してほしい

ボランティア活動は人と人のつながりが大切、継続して開催を グループ紹介の方法の再検討
　　　　　グループ紹介に時間制限を

人と人のつながりが大切である 顔を覚えることだけでも良い 各グループごとに最初から説明を

　　　　　グループ紹介の内容の見直しを

不参加のグループのみまとめ役が説明を
有意義な催しなので継続を

緩やかに結びつき継続を

　　　効果的な開催方法と時期を検討

卒業生も集まる機会が増えるのでお役に立てれば・・・ 内容と準備そして大勢の参加で楽しむ事ができた

卒業生の集まる機会の提供に感謝 お役に立てることがあれば 　説明とアンケート用紙良い 楽しめた 　　グループの解散も現実問題対応は・・・

有意義な会を設けていただき

ありがとうございます。いろい

ろ難しさもありますが、なにか

お役に立てればと思います。

人と人のつながりがスムー

スにいくことがボランティア

にとって大切なことなので、

この様なつながりが出来る

在校生にとってもボラ連に

とっても有意義な催しですの

で、継続して行ってください。

ボランティアグループの実体を

知る、知らせるという意味では

とても有意義な催し物だったと

思う。顔を覚えることだけでも

良いと思う。 主な場所、会費、定例会の頻度、

場所 以上をグループ紹介の内

容に明記してくれると判り易い。

大勢の方の参加が

あり楽しめました。

グループ紹介のあと、各グループが補

足をしたが、初めから各グループが説

明、紹介を行えば重複なくやれると思う。

不参加のグループのみまとめ役が紹介

すればと思う。

ゆるやかに結びつくそのた

めに継続してください。

前回載っていた活動グループが今回は

載っていないのはさみしい。各々と継

続していくことを考えているグループと

して、解散時期も話し合っていく必要が

あると思う。

グループの紹介に時間制限を設

けるべきと思う。グループ紹介の場合、時間を設定

して各グループごとに最初から実

施した方が良いと思う。その後で

質問を受けるようにしたらどうか。

４人の各グループ

の説明が良かった。

アンケート用紙もよ

かった。

出来れは在校生への社会活動体

験説明会と同時開催が効果的と

思います。

大学祭や同窓会総会等以

外に集まれる機会、場所の

提供等頂き、スタッフの皆

様ありがとうございます。

卒業生からのコメントから

有意義な会合だったが各グループが初めから説明し、不参加グループをまとめ役が紹介したらどう

か、説明内容に参加するための要因（開催場所・日時・会費）を記入して欲しい等の要請もあった。在

校生との社会活動説明会と同時開催の提案もあり、事務局との協働も考慮する必要である

グループ紹介内容の項目の見直し

第１回と今回の発表・説明方法を比較し

最適方法を模索する。

授業の一環として社会体験説明会や学

科別説明会の開催を事務局と相談する。

追記：10/22事務局と打合せ済


